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ダムによる水位低減効果は洪水パターンによって異なる。大戸川ダム、川上ダムによる水位低下効果
のうち、各区間で最も効果が大きい洪水パターン及び水位低減効果量は下の図のとおり。

大戸川ダムにより
大戸川において
最大約２７０ｃｍ（72㎞）
の水位低減効果
（昭和57年台風10号型）

大戸川ダム

宇治

羽束師

請田

宇治川

桂川

木津川

加茂
島ヶ原

淀川

枚方

大戸川ダム及び
天ヶ瀬ダム再開発により
宇治川において
最大約１００ｃｍ（52㎞）
の水位低減効果
（昭和57年台風10号型）

大戸川ダムと川上ダムにより
淀川において最大約４０ｃｍ
（13.2㎞）の水位低減効果
（昭和47年台風20号型）
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川上ダムにより
木津川下流において約５０ｃｍ
（67㎞）の水位低減効果
（昭和47年台風20号型）

川上ダムにより
木津川上流において
最大約１２０ｃｍ（98㎞）
の水位低減効果
（昭和47年台風20号型）
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○○㎞・・大阪湾からの距離で表示

天ヶ瀬ダム再開発

ダムはダム直下から河口まで全川にわたって効果を発揮する




